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は じめに

 前回、「安静脈の年間変動および心拍数 との測定誤差について」という報告 （2003）を行い、体育

授業中に測定 した安静脈について検討 した。 その中で 「気温低下 に伴 う安静心拍数の低下は認めら

れなかった。今回の安静状態では、ほとん どの学生が静かに話を聞いてお り、身体を動かす ことに

よる心拍数の上昇は考 えにくく、他の生理的現象か環境要因が心拍数を上昇 させた と考 えられる。

また、なぜ6月 中旬 に最低値が出たのか も不明である」 とし、検討課題 を残 した。

 脈拍 は、運動によって主に変化するが、その他外部環境や身体内部的要素によっても変化す る。

特 に安静脈の場合、測定する際の細かい条件基準がないため、測定条件によってかな り変化する（神

山,1989） 。前回の測定値 は、山地 ら （1980）の女子大生の値 より高 くなったが、授業 という少 し緊

張 した状態であると結論付 けられた。今回の測定条件は前回と同じである。体育の授業時間ではあ

るが、出来るだけ外部環境 を一定にし安静脈の測定ができるよう注意を払った。 しかし、それで も

安定 した安静脈 を示 した者 は、前回同様少数であり、ほ とんどの者はかな りの変動 を示した。 この

変動の原因は主に精神的な ものや疲労度等、身体内部的な ものが考えられるが、年間を通 しての測

定であ り、外部環境 の1つ である気温の影響はあるのではないか と考えられた。

 今回は、 この気温 との関係 について注 目し、前回の報告 と比較 しながら課題 を解決することを目

的 とした。

方  法

1.対 象者

 今回の対象者は、平成16（2004） 年度、群馬県立女子大学体育実技受講者前期150名 、後期139名

（全て女性）である。平均年齢 は、前期18.8±1.92才 （18才79名、19才52名 、20才11名 、21才7名 、

40才1名 ）、後期18.7±0.79才 （18才70名、19才52名 、20才12名 、21才5名 ）である。

 前回の報告時は、前後期通 しての履修であったため対象者 は前後期 とも同じであったが、今回は、

履修が半期単位 とな り前後期の対象者が同一ではない。 この点が前回と異なる点である。

2.測 定内容

 （1）安静脈の測定

 測定は、授業開始後10～15分 程度座位で静かに話を聞いて安静 を保ち、その後、触診法により30

秒間の脈拍数を各 自で数 える という方法で実施 した。そして、その値を2倍 し1分 値 として記録 し

た。なお、体調が特に悪い場合や普段 と異なる状況での測定の場合 は、欄外にその旨をメモするよ



うに指示 した。

 （2）気温の測定

 気温は最高最低寒暖計を用いて測定 した。測定者のす ぐそばに寒暖計を置 き、脈拍を測定 した直

後の気温 を記録 した。特に、後期後半の晴れた日は、日当た りの良い所で安静を保 ったため、その

場の気温 とした。従って、 日陰の温度は、今回測定 した ものより数度低 くなった。

 （3）測定時期

 前期 は、火曜日が5月25日 、木曜 日が5月27日 、金曜 日が5月28日 か ら実施 した。後期 は火曜 日

が10月12日 、木曜日が10月14日 、金曜 日が10月8日 からの実施 となった。なお、全体をまとめて表

す場合 は週単位 とし、5月25日 （火）、27日 （木）、28日 （金）の3日 間をまとめて5月 第4週 とし

た。以後はこれに準じたが、6月29日 、7月1日 、7月2日 は7月 第1週 とし、後期の第1回 測定

である上記3日 間は10月第2週 としてまとめた。終 了は前後期 とも全て授業最終 日である。

表1 測定週 とその測定者数

 なお、週 ごとの測定者数を表1に 示 した。前期は9回 測定 を行 った。5月 第4週 は火曜 日4限 目

が休講であった。後期は12回測定を行った。10月 第3週 は12分 走 を実施 したため安静脈の測定 は行

わなかった。火曜日は11月第1週 が休講、木曜 日は10月 第4週 と11月第1週 が休講、金曜 日は11月

第3週 と1月 第2週 が休講 となった。

 （4）統計処理

 測定 したデータの平均値および標準偏差を算出した。2限 目と4限 目の比較、および、今回と前

回 との比較では、その平均値同士の有意差検定 （Ttest） を行 った。 また、気温 と脈拍数の関係で

は相関係数 （ピアソン）を算出し有意差の有無 について検討 した。

結  果

1.火 曜 日の気温 と脈拍平均値の変化

 図1は 火曜 日の気温 と脈拍平均値の変化を示 したものである。

 前期の気温最低値は2限 目では5月25日 （21°）、4限 目では6月1日 （22°）の初 日に示 し、最高

値 は2限4限 とも7月20日 （34°、37.5°）の最終 日であった。2限 目は6月22日 から、4限 目は6月

15日か ら30°を超える暑さとなり、最後 は異常 と思える暑さとなった。平均気温は2限 目が28.9°、4

限目が30.7°となり、4限 目の方が1.8°高 くなった。脈拍の最低値 は2限 目が6月1日 （72.7拍／分）、

4限 目が6月8日 （69.2拍／分）、最高値 は2限 目が7月13日 （79.1拍／分）、4限 目が7月20日 （79.

6拍／分）であった。全体 としては2限4限 とも増加傾向を示 したが、7月13日 ～7月20日 の異常に

暑 くなった 日に注目してみると、2限 目は減少、4限 目は増加 と異なった変化を示 した。7月13日

の2限 目は珍 しく気温が下降 したにもかかわらず脈拍が増加 した。7月20日 はその反動で減少 した



図1 火曜日の気温と脈拍数の変化

と見 る こ とが で き る。 つ ま り、7月13日 は気 温 と は別 の 要 因 で 脈 拍 が 増 加 し た と考 え て よい で あ ろ

う。2限 目 と4限 目で 比 較 す る と、2限 目 の 方 が 高 くな る傾 向 を示 した 。

 後 期 で は 、 気 温 最 高 値 は2限4限 と も10月12日 （21.5°、22°）、 最 低 値 は2月1日 （11.5°、7° ） と

な り、 気 温 は徐 々 に 下 降 した 。1月18日 か ら は天 候 が 晴 れ の 場 合 は 日当 た りの 良 い 所 で測 定 を行 っ

た 。1月18日 の 気 温 の 上 昇 は この た め で あ り、 日陰 で は1月11日 よ り低 下 し て い た と考 え られ る。

1月25日 と2月1日 は2眼 目 まで は晴 れ て い た の で 、 日 当 た りの 良 い所 で の 測 定 とな っ た が 、4限

目 に は 曇 っ て し ま い 、 日陰 で の測 定 とな っ た 。 ち な み に 日陰 の 温 度 は2限 目 も4限 目 とほ ぼ変 わ ら

ぬ 温 度 で あ っ た 。1月11日 まで （日当 た りの 良 い所 で の 測 定 を除 く）の2限 目 の 平 均 気 温 は15.6° 、

4限 目 は16.1°、 そ の 差 は0.5°で あ り、 ほ とん ど変 わ ら な か っ た 。 な お 、 普 通 教 室 で は11月30日 か ら

寒 さ が厳 し くな り暖 房 が 開 始 され た 。 脈 拍 最 高 値 は2限 目 で は10月12日 （79.0拍 ／分 ）、4限 目 で は

1月11日 （74.6拍 ／分 ）で あ り、 最 低 値 は 、2限 目 で は12月7日 （74.2拍 ／分 ）、4限 目で は11月30日

（68.9拍 ／分 ）で あ っ た 。2限 目で は12月 初 旬 、4限 目 で は11下 旬 ま で減 少 傾 向 を示 し、 そ の 後 徐 々

に 増 加 傾 向 とな っ た 。2限 目 と4限 目で 比 較 す る と、2限 目の 方 が 常 に 高 い値 を示 した。

2.木 曜 日の 気 温 と脈 拍 平 均 値 の 変 化

 図2は 木 曜 日 の 気 温 と脈 拍 平 均 値 の 変 化 を 示 した もの で あ る。

図2 木曜日の気温と脈拍数の変化



 前 期 の気 温 最 低 値 は6月10日 （23.8°）、 最 高 値 は7月8日 （34°） で あ っ た が 、6月24日 以 降 は常

に30°を超 え る 暑 さ とな っ た。 前 期 平 均 気 温 は29.0° で あ る。 脈 拍 は6月3日 に最 低 値 （74.2拍 ／分 ）、

7月1日 に最 高 値 （78.7拍 ／分 ） を示 し た。7月1日 以 降 は 減 少 傾 向 とな った 。

 後 期 の 気 温 最 高 値 は10月14日 （20.5°）、 最 低 値 は12月9日 （13.5°） で あ っ た が 、 体 感 的 に寒 い と

感 じた の は11月25日 で あ っ た 。 最 低 値 を 示 した12月9日 の 天 候 は曇 りで あ っ た 。12月16日 以 後 は 、

天 候 全 て 晴 れ 、 日当 た りの 良 い 場 所 で の測 定 と な っ た 。 ち な み に2月3日 最 終 日 の 気 温 は 測 定 場 所

で は16°で あ っ た が 、日陰 で は7° で あ っ た 。後 期 を通 し て の 測 定 場 所 で の 平 均 気 温 は16.0° で あ る 。脈

拍 の 最 低 値 を示 した の は12月2日 （70.1拍 ／分 ） で あ り、 最 高値 は1月27日 （75.5拍 ／分 ）で あ っ た 。

全 体 と して1つ の傾 向 は認 め られ て い な い。

3.金 曜 日の 気 温 と脈 拍 平 均 値 の 変 化

 図3は 金 曜 日の 気 温 と脈 拍 平 均 値 の 変 化 を 示 した もの で あ る。

図3 金曜日の気温と脈拍数の変化

 前 期 の気 温 最 低 値 は2限4限 と も6月11日 （23.5°、23°）、 最 高 値 は2限4限 と も7月9日 （34°、

36°）で あ っ た 。 なお 、4限 目 は7月23日 も7月9日 と同 じ36°とな り2度 目 の 最 高 値 を記 録 し た。 こ

の 金 曜 日 も、最 後 の3週 間 は う だ る よ う な暑 さ で あ っ た 。平 均 気 温 は2限 目が29.2° 、4限 目が30.9°

で あ り、4限 目の 方 が1.7°高 くな っ た 。脈 拍 は 、2限 目で は7月2日 （66.3拍 ／分 ） に 最 低 値 を示 し

た が 、4限 目で は6月11日 （71.5拍 ／分 ）で あ っ た 。 一 方 、 最 高 値 は 、2限 目 で は5月28日 （71.6拍 ／

分 ）、4限 目 で は7月23日 （78.2拍 ／分 ） と な り、対 照 的 な時 期 とな った 。 た だ し、2限 目 で は、2

番 目 に低 か っ た の は6月4日 （67.7拍 ／分 ） で あ り、2番 目 に高 か っ た の は7月16日 （70.4拍 ／分 ）

で あ る。見 方 に よ っ て は 、2限4限 と も同 じ傾 向 と見 る こ と はで き るが 、や は り4限 目 は増 加 傾 向 、

2限 目 は あ ま り変 化 な し と見 る の が妥 当 で あ ろ う。2限 目 と4限 目 で 比 較 す る と、 常 に4限 目の 方

が 高 い値 を示 した 。

 後 期 の 気 温 最 高 値 は2限4限 と も10月8日 （20°、20.5° ）、 最 低 値 は2限 目 が12月3日 （11.5°）、4

限 目 が2月4日 （11°） と な っ た 。 全 体 と して は12月3日 ま で低 下 傾 向 を示 した が 、 そ の 後 は あ ま り

低 下 傾 向 を示 して い な い 。 た だ し、2限 目 は12月3日 以 降 全 て 天 候 は晴 れ 、 最 後 の3回 は 日 当 た り

の 良 い所 で の 測 定 とな った 。4限 目 は2限 目 とほ ぼ 同 じで あ るが 、 最 後 の2月4日 は 晴 れ 時 々 曇 り

とい う天 候 とな り、 日当 た りの 良 い所 とい う わ け に は い か な か っ た 。 な お 、2月4日 の 日陰 の気 温

は7.5°で あ っ た 。1月17日 ま で の2限 目の 平 均 気 温 は15.3° 、4限 目 は16.4° 、 そ の差 は1.1°で あ り、

4限 目の 方 が 高 くな っ た 。体 感 温 度 と して 最 も寒 い と感 じ た の は12月3日 で あ っ た。脈 拍 最 高値 は、



2限 目が12月3日 （71.6拍 ／分 ）、4限 目が12月10日 （74.6拍 ／分 ）、 最 低 値 は 、2限 目が10月29日 （67.

8拍 ／分 ）、4限 目が11月12日 （70.7拍 ／分 ） と な っ た 。11月12日 の 天 候 は2限 目 が雨 、4限 目 は途 中

で雨 が や み 曇 りに な っ た 。 脈 拍 は2限4限 と も、 増 加 、 減 少 傾 向 と も認 め られ な か っ た。2限 目 と

4限 目で 比 較 す る と、 前 期 よ り差 は小 さ くな っ た が 、4限 目の 方 が 高 くな っ た 。

4.各 クラスごとの気温 と脈拍数 の相関関係

 表2は 気温 と脈拍数の関係を確認するため、各ク

ラスごとの、その日の気温 と脈拍平均値 との間の相

関係数を求 めた ものである。前期では火曜日4限 目

がr＝0.748と な り5％ 水準で、金曜日4限 目がr＝

0.916と なり0.1％ 水準で有意 となった。残 りのクラ

スは有意 とはな らなかったが、気温の上昇に対 して

脈拍 も上昇す る傾向があ ることは認められた。それ

に対 し、後期の火曜 日4限 目、木曜 日3限 目、金曜

日2限 目は相関係数がマイナスとなった。有意では

ないが気温の低下 に対 して脈拍は上昇するという傾

向があることが認め られた。

表2 各クラスごとの気温と平均脈拍数の

   相関関係

考  察

1.年 間の脈拍平均値の変動 について

 全員の脈拍平均値の変動 を週 ごとに示 したのが図4で ある。

図4 年間を通しての安静脈拍数の平均値の変化 （全体）

 前期の最低値 は6月 第1週 （72.1±9.58拍 ／分）であり、最高値 は7月 第3週 （75.9±9.94拍 ／分）

であった。後期の最低値 は11月 第2週 （71.4±9.00拍 ／分）であり、最高値は1月 第2週 （75.7±10.

52拍 ／分）であった。ただ し、11月 第3週 と1月 第2週 の値はその前後に比べ高 くなっているが、 こ

れは脈拍平均値が低い金曜 日が休講 となったことが原因である。従 って、本来の最高値 は10月第2

週 （73.7±10.70拍 ／分） と言えるかも知れない。前期の最低最高を前回の報告 （2003）と比較する

と、最高値 は前回 より少 し減少 したが、時期、値 ともほぼ同 じになった。後期の最低値 については、

時期は一緒、値 は少 し低 くなった。 これにより年間を通 しての最低値は前回、前期であったが、今

回は後期 に出現 した。

 全体の流れとしては、前期、暑 くなるに従 って高 くなる傾向を示 し、後期になってからは11月 中

旬 まで下が り、その後徐々にではあるが再び高 くなる傾向を示 した。 これは前回の報告 （2003）と



同じ傾向である。全体 の平均値は73.5±9.88拍 ／分であ り、前回の報告75.1±8.07拍 ／分よ りい くぶ

ん低 くなったが、前回との有意差は認 められなかった。今回の値 も、「授業中という少し緊張した状

態での安静」 ということができよう。

2.ク ラス別の脈拍平均値の比較

 表3は 各 クラスごとに脈拍平均値 とその

標準偏差 を算出 したものである。各クラス

の受講者数も示 してある。受講者が最 も少

ないのは後期木曜 日3限 目である。多いク

ラスの半分以下であ り、データとしての信

頼性 は懸念されるが、平均値 としては他の

クラスに比べて特 に問題の ないデータ と

なった。

 全体 として前後期 を比較すると前期の平

均値の方が高 くなった。 クラス別では、午

後の授業 （火曜 日4限 、木曜 日3限 、金曜

日4限 ）は前期が高 く、午前の授業 （火曜 日2限 と金曜 日2限 ）は後期が高 くなった。今回の対象

者は前後期で同一ではな く単純 に比較 は出来 ないが、前回の報告 （2003）で前後期の平均値がほぼ

同 じであったことと、今回の最低値が後期の方が低かったことを考慮すると、後期履修者 に脈拍が

低い者が多かった と言 えそうである。

 最 も脈拍平均値が高 くなったのは、前期 は木曜日3限 目であ り、後期 は火曜 日2限 目であった。

最 も低 くなったのは前後期 とも金曜 日の2限 目であった。 そして今回、火曜日は2限 目の方が4限

目より高 く、金曜 日は逆に4限 目の方が2限 目より高 くなった。 これは前後期 を通 して同 じ傾向で

ある。火曜 と金曜 日を合計 して比較すると4限 目の方が高い傾向を示し前回の報告 （2003）と同様

な傾向にはなったが、今回、有意差は認め られなかった。 また、前回の報告では木曜 日3限 目の値

は2限 目4限 目より低 くなったが、今回は前期 は最高、後期 も2番 目に高い値 とな り、食後す ぐの

測定では脈拍 は増加するという報告 （Nagら,1978;Taylorら,1963） と同じ傾向になった。

3.大 きな気温差を示した ときの脈拍数の変化

 表4は 、各 クラスにおいて前週 との気温差が3°以上あった時の脈拍数の差 について まとめたもの

である。上段は気温が上昇 してその差が大 きくなった時、下段 は気温が下降 して大 き くなった時の

ものである。「脈拍差」 とは前週 と当日の脈拍平均値の差である。「脈増加人数、変化なし、脈減少

人数」 は、前週 と当日の両 日出席した者のみを対象 としている。従 って、その人数を合計 しても全

出席者数 とはな らない。

 前期 と後期 を比較すると、やはり気温の急激な上昇が大 きかったのは前期であ り、気温下降が大

きかったのは後期であった。ただし、6月4日 ～6月11日 （金4） の気温下降は後期並 に大 きくなっ

た。

 最 も気温上昇が激しかったのは、6月11日 ～6月18日 （金4） の9°であった。 この時は65％ の者

に脈拍の増加が見 られ平均でも3.9拍 ／分の増加 となった。 これは金曜日4限 目の中の変化 としても

最大差である。7月20日 （火4） は気温が37.5°、7月9日 （金4） および7月23日 （金4） は36°に

達 した。 この時 は全て脈拍 も増加 した。増加 した人数の割合 も7月20日63％ 、7月9日58％ 、7月

23日75％ とな り、減少 した者 より2倍 以上 となった。しか し、気温が上昇 したにもかかわらず脈拍

表3 各クラス別受講者数と脈拍平均値



表4 大きな気温差を示したときの脈拍数の変化

が減少 した場合 も認め られた。た とえば、6月11日 ～6月18日 （金2） の場合 は、気温が7.5°の上昇

にもかかわらず0.3拍 ／分の減少 となった。ただしこの場合は、人数的には脈拍が増加 した者の方が

多 く、あまりに急激な気温上昇のため欠席者が多かった ことが脈拍平均値の減少の原因になったと

考えられ る。また、1月11日 ～1月18日 （火2） も前週 に比べ減少 した。1月18日 は初めて 日当た

りの良い場所での測定 を行 った日である。測定場所での気温 は前週の12.5°から17°へ上が り、暖か く

感 じ気持ちが リラックス した と考 えられ る。 このような特別な場合を除いて、気温の急激な上昇 に

対 しては、脈拍 は増加する傾 向があると言えそうである。

 そして、気温が急激 に下降 した場合には、前期 は減少傾向、後期は増加傾向が認 められた。時期

としては、前期は6月 初旬 まで、後期 は11月 中旬以降であった。最 も気温の下降が激 しかったのは、

11月12日 ～12月3日 （金2） の6°である。 この時の脈拍は2.7拍 ／分の増加 となった。人数において

も増加 した者が減少 した者 より多 くなった。ただし後期の場合、脈拍平均値 は増加傾 向を示 しては

いるが人数の割合は増加 と減少がほぼ拮抗 しているのが特徴 と言えそうである。

 気温差が大 きくなった とき脈拍差 も最大になったのは、全部で5回 認められた。 この内、気温が



下降し脈拍が減少 して最大差になったのが1回 （金曜 日2限 目5月28日 ～6月4日 で）あった。 こ

の5月28日 は前期の第1回 目であり、測定が不慣れな状況である。前回の報告で もかなりの脈拍差

が認め られ、 この場合は気温 より他の要素 との関係が強いと考えられる。

 以上のことか ら、気温の急激 な下降 も脈拍を増加 させる要因 となると言えそうである。渡辺は、

交感神経は環境の変化 に順応するように、た とえば気温の急激な低下 といったような緊張時に活動

する神経で、皮膚、内臓 の血管が収縮 し、血流が心臓 とか骨格筋などに集 まる結果、機能が充進 し

それに耐えられるように順応する、 と述べている。前回は、環境温度が著 しく低い場合には血液希

釈が生 じ、1回 拍出量が増加す る変わ りに心拍数は低下 すると考 えたが、体育実技が行われた場面

は、著 しく気温が低い とは言えず、「気温の急激な低下に対 して交感神経が刺激 され」脈拍数が増加

した者がいた と考えることが出来 そうである。

4.脈 拍の減少要因について

 脈拍の減少要因 としてまず第1に 考えられ るのは、 トレーニングの結果 による減少 （Pollockら,

1969;Astrand,1970;山 地,1983） である。 しか し、今回それが該当しない ことは明 らかである。

 今回、脈拍が前週よ り減少 した回数を調べてみる と、前期では17回 （気温が上昇 した場合7回 、

変化なし2回 、低下8回 ）、後期では23回 （気温が上昇 した場合7回 、変化なし3回 、低下13回 ）あっ

た（図1～3参 照）。後期の方が減少 した回数は多 く、 しか も気温が低下 した ときの減少が多 くみら

れた。 この結果か らは、気温低下に伴 い脈拍は低下 しやすいと言えそ うである。 しかし、 この中で

まず気付 くのは、気温の急激な変動等 によ り脈拍が増加 した場合、次週は元の状況へ戻 るとい う場

合があるということである。減少 を示 した場合の半数近 くは、 この形であると考えられる。 この特

徴 は、単発的であ り、前々週の値に近づ くとい うことである。

 次に、元に戻るのではな く、明らかに減少傾向を示す場合 として脈拍が最低値 を示 した ときをあ

げることができるであろう。表5は その時の状況 をまとめた ものである。「気温の前週 との関係」と

は、前週 と当日の気温の関係であ り、当日の気温が上が った場合は「上昇」、下がった場合は「下降」

と記載 した。この欄 を見 ると、前期では上昇 と下降が3回 ずつ、後期では上昇1回 、変化なし1回 、

下降3回 となってお り、前週の気温が高かったかどうかはあまり関係なさそうである。 むしろ当 日

の気温の方が関係 していると考 えられる。前期では7月2日 （金2） を除 くと22°～25°の範囲に、後

期 では11月12日 を除 くと13°～15°の範囲にかたまっている。時期的には前期 は6月 始 めであ り、後期

は多少 ばらつきがあるものの12月 始めまでである。表4で 示 した火曜日2限 目、11月16日 ～11月30

表5 平均脈拍が最低値を示 したときの脈拍と気温



日の脈拍の減少 （0.2拍／分）も13°への下降であった。 この ことか ら脈拍が最低値を示す要因 として、

前期では半袖姿で、後期では長袖姿で過 ごしやすい気温があげられそうである。

 気温が18°になって最低値 を出 した11月12日 （金4） は、10月8日 の後期授業初日から20.5°、17°、

20°、18°と気温が比較的安定 してお り、この日は リラックス出来たのかも知れない。次週が休講 とな

り、次の測定が3週 間後 になって しまった。 もしかしたら更に最低値がでたかも知れない と考 える

と測定できなかったのが残念である。 また、7月2日 （金2） は0.5°上昇 し、29°になったにもかか

わらず最低値 となった。 これは今回の気温 との関係か らは説明出来ない。他の理由があった と考え

ざるを得ないであろう。

 そ して これに関連 して考 えられることは服装 による影響である。一般的に、暑い ときは薄着にな

り、寒い ときは厚着をする。そして寒い と感 じるのは薄着にな りすぎたときであり、暑いと感 じる

のは厚着をしすぎた ときと薄着 をしているのに更 に暑 くなった ときである。気温が30°を越 えると服

装 に関係 な く暑いと感 じるが、寒さの場合 には氷点下をかな り越えない限 り、服装で調節できる。

体育実技の場合、着替えるという動作が直前にあ り、その時点では寒いと感 じることはあるが、そ

れによって服装 を調節 して参加することになる。11月25日 の木曜 日と12月3日 の金曜 日は 「寒い」

と感 じた学生がた くさんいた。 その前 日である11月24日 （水）の気温は測定できなかったが、12月

2日 （木）の気温 は15°（3限 目測定）であ り、12月3日 の11.5°とは3.5°の差であった。 これは体感

温度で寒 いと感 じるに十分であ り、脈拍の値 を高 くした と考 えられる。ただ し、気温に対応 した服

装 をすれば、体温を維持する適応作業 （交感神経刺激）は必要な くな り、快適 と感 じる可能性がで

て くる。

 心拍数の減少は、副交感 （迷走）神経の刺激 によってなされる （渡辺,1995） とされている。 こ

れは、日常生活の中では主 に睡眠時および休息時 に起 こる ものである。今回の脈拍は平均で73.5拍 ／

分であ り、前回の報告で確認 した 「授業中 という少 し緊張 した状態での安静」である。従ってその

日の服装や精神的状況で、よ りリラックス した状態 になってもおかしくない。たまには睡魔 に襲わ

れるかもしれない。 このような状態の時、脈拍 は減少すると考 えられる。後期火曜 日2限 目は12月

7日 まで （図1参 照）、後期金曜 日2限 目は、11月12日 まで （図3参 照）脈拍は減少傾向を示 した。

この後期前半 は急激な気温変化が少な く暑 くも寒 くもない状態であ り、服装 もフィットしやす く快

適な状況を作 り出しやすいのではないか と考えられ る。 また、前期6月 に最低値がでるのは気温 と

服装の他、脈拍測定 を始め体育の授業 自体 に慣れてきた ことも脈拍減少の要因 となっていると考 え

られる。

 そして、前回の検討課題であった後期後半における脈拍の増加傾向は、気温が天候によって左右

されるため、気温に対 して薄着 をしすぎ、交感神経が刺激 され脈拍を増加させた者がいた可能性が

指摘できるであろう。特に1月 に入 ってからは日向での測定 と日陰での測定では5°以上の違いとな

り、服装によって寒 いと感 じた者、ち ょうどよい と感 じた者がいたのではないかと考えられる。 こ

れは増加 と減少の人数の割合がほぼ拮抗 していることか らも理解で きるところである。

ま と め

 今回の目的は、前回の検討課題であった「なぜ後期後半に脈拍は増加するのか」「脈拍最低値はな

ぜ6月 なのか」についてである。方法 としては安静脈の他、気温の測定を行い、その両者の関係か

ら検討 を行 った。対象者 は本学の体育実技履修者、前期150名 、後期139名 である。

 全員の脈拍平均値および最低値の出現時期については、前回の報告 とほぼ同様の傾向であった。

ただ し、今回は前後期の対象者が同じではな く、前期の脈拍最低値 は6月 であったが、年間を通 し



ての最低値は後期の11月 第2週 になった。

 気温 と脈拍 との関係では、気温が上昇する場合、および気温が急激に変化する場合は、全体 とし

て脈拍 は増加傾向 を示 した。

 一方、脈拍の減少傾向は、服装 と気温が最 もよくフィットし、精神的 にもリラックスし快適な状

況で測定が行われた時である と考 えられた。そして、その最適時期 は、前期では気温が22°～25°程度

になる6月 前半であり、後期では気温が13～15°程度 になる12月 初旬 までである。従って、その時期

に脈拍最低値が記録されることになると言 える。

 そして、後期後半の増加傾向は、薄着のために寒いと感 じて脈拍 を増加 させた者が服装 をマ ッチ

させた者より多少多かった結果ではないかと推定 された。
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